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ダパ語 紅頂[Ngwirdei]方 言の音声分 析 と方言 特徴

鈴木博之

1 は じめに

 本稿 では、 ダパ語紅 頂[Ngwirdei]方 言の音声分析 を行 い、その方言 特徴 につい て

基礎的考 察を行 う。

1.1 ダパ語概観

 ダパ語 は、中国 四川省 甘孜 藏族 自治州道孚県 ・雅江 県境地 帯1、 鮮水 河流域で話 さ

れ るチベ ッ ト・ビル マ系 の言語 である2。 自称 では民族名 が/唄api/(ダ パ人)で 、地

名 がノ唄apa/(ダ パ)で ある。 ダパ人は早 くか らチベ ッ ト文化圏 に属 してい るが、一

方 でダパ 入固有の文化 も今なお残 している3。 ところが現在 となっては、 自らの民族

の来歴 を知 るもの はいな くな つて しま った とい う4。

 ダパ語の分布地域 は、楊嘉銘等(1994)に 簡単な報告があ り、大きく見ると川西民

族走廊の中心域に当たる。川西民族走廊に分布する少数言語群 を川西走廊諸語 と呼

び、ダパ語もここに含まれる5。ダパ語が分布するあた りの鮮水河流域は峡谷をなし

非常に険 しく、地図上では近接 していると見える分布地域も、実際のところコミュ

ニティー(村)問 の交流は密ではなく、それゆえそれぞれの村 ごとに一定の方言差

が確認 される、主要交通路 としては、道孚県城鮮水鎮 と雅江県城河 口鎮を結ぶもの

がもつとも規模が大きく、道孚県側にはさらに新龍県 と、雅江県側には康定県 と通

じる道路がある。ただし往来は決 して多 くない。

 11978年 までは、この地域は八美鎮を県城 とする乾寧県に属 してお り、現在の道孚県側が
札免区、雅江県側は#L麦 区 となっていた。

2先行研究では
、札鰯語/Zhaba/ヂ ャバ語などの名称で言及 されている。

3この方面の紹介、研究は比較的多くなされている。言語 と関わる議論をしているものに、
凋 敏(2005)な どが あ る 。

 4ダ パ 人 の 来 源 に つ い て は 林 俊 華(2005)の 議 論 が あ る。 ま た 、 「ダパ 」 に相 当 す る地 名 は 、

聾蔭(1992)に よると、清朝期の土司に関する文献において現代 と対応する地域に 「渣麟」 と
して記録 されてい る。

 5こ の 言 語 群 は チ ベ ソ ト ・ビル マ語 派 の 下位 語 群 「莞語 群(孫 宏 開(1983)な どに よる)」 と

され る こ とが 多 い が 、 確 定 され て い るわ けで は な い。
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 ダ パ 語 の 先 行 研 究 と し て は 、 黄 布 凡(1991)、 黄 布 凡 主 編(1992)の 札 施[Bratho]方

言 、 白 井(2006a,2006b)の 仲 尼[Gronyi]方 言 が あ る 。

1.2 ダパ語 の方言

 ダパ語 の方言 区分 はまだ十分に把握 され てい るとはいえない。調査 協力者 の認識 に

基づ くと、地域的観点か ら大 きく2種 、上ダパ/帆4ahtε/(ダ テ)方 言群 と下ダパ/俄4a

hmε/(ダ メ)方 言群 に分 かれ 、また(r郷 」以下)村 ご とに少 しずっ方言 が異な る と

い う。 この事 情 は先述 の とお り、地勢に影響 され るダパ 人 の居住地 ・交流の粗密性

に もよると考 え られ る6。 調査協力者 に よる談話で は、上 ダパ方 言 の場合 の方言 差異

は、陸続 きにお いて南北 の差異 よ りも鮮水河 をは さんで対岸(東 西)の 差異が大 き

い とい う。詳 し くは以 下の よ うに書 くことがで きる7。

1.上 ダパ方言群

 道孚県托矯区鮮水河上流の5郷 で用いられる諸方言を含む。北から順に掲げる。

(a)仲 尼[Grong-gnyisl杜o阜i/郷

 許 比 攻 村 、 通 角 村 、 麻 中村 な ど

(b)札 施[Brag―thog]/'ta tho/郷

  瓦 孜 村 、 羅 古 村 、 礼 貢 村 な ど

(c)紅 頂[sNgon-sdes]/勾wi「dei/郷

 地 茄 村 、 俄 古 村 、 向 秋 村 な ど

(d)亜 卓[bZhang-rtsis]/― 多a串ts呈/郷

  各 布 村 、 莫 洛 村 、 烏 拉 村 な ど

(e)下 施[Bya-thang]/毎a tho/郷

 泥 亜 村 、 所 達 村 、 底 亜 村 な ど

2.下 ダパ方言群

 雅江県最北部の2郷 で用いられる諸方言を含む。北か ら順に掲げる8。

 6先に注記 した土司について、土司ごとに言語 もしくは方言が異なることは他の地域の事
例な どか ら容易に推定できる。襲蔭(1992)の 記述には、「渣鰯」を含む地名は6つ あ り、そ
れらは以下に掲げる地名 と名称がほぼ対応する。ここで土司名 と現代の地名 を併記 してお

く。上渣鰯悪養:紅 頂、上渣鰯卓泥:仲 尼、中渣錨熱錯:亜 卓、中渣錨泊:軋 施、下渣鰯業珪

石:下 施、下渣雛莫藏:木 絨。悪聲、熱錯などはダパ語の音訳により近い と見られる。

 7地 名 の後 ろ の[]は チ ベ ソ ト名 で あ る。 道 孚 県 地 名 領 導 小 組 編(1986)、 雅 江 県 地 名 領 導

小 組 編(1987)な どを 参 考 に した 。〃 はNgwirdei方 言 で の 形 式 で あ る。

 8雅江県については、 どの村でダパ語が用いられているかとい う情報が不十分なため、こ
こでは村名は掲げない。
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(a)木 絨[Mi―bzang]/―mu zo/郷

(b)瓦 多[Gru-rgan Chu―kha]/―we to/郷

Ngwirdei方 言 は、鮮 水河東岸で話 されてい る方言 として、先行研 究 にあるBratho

方言 、Gronyi方 言 とは異 な り、その点 で新 しい下位 方言群 の資料 とい える。

1.3 本稿 の構成

 本稿 の 目的 は、筆者 が調査を行 つたNgwirdei方 言 の音声実態 を把握 し、その分析

を行 い整理 し、音体系 を素描す るこ とで ある。加 えて、ダパ語 が村 ごとに少 しずつ

異なる とい うことか ら、Ngwirdei方 言が どの よ うな特徴 をもつてい るの かを把 握す

ることで ある。

 本稿 で は、 まずNgwirdei方 言 の音声分析 を声調 、母音 、子音 に分 けて行 う。 最後

に、先行研究 で言及 され る他方言の資料 と対照す る ことを通 じて 、 どの よ うな差異

が見 られ るのか を考察 す る。

1.4 調査 に関す る情 報

 Ngwirdei方 言 の主 な調 査協力者 は、肖軍[Dug―'dug】 氏(男 性)で 、紅 頂郷地茄村

の出身 で ある。調査 は?004年8,月 、2005年1月 お よび8月 、道孚 県県城 ・鮮水 鎮で

行つた。そ のほか、Bratho方 言、 Gronyi方 言、 Zhartsi(亜 卓)方 言 について も、わ

ずかで あるが音声 の記録 と方言差異 に関す る情報 を収集 す るこ とができた。

 調 査 内容 は華侃 主編(2002)や 周毛草(2003)に 含 まれ る語彙(約2200語)に っ

いて1つ ずつ 聞 き取 りを行 うとともに、基本構文 の聞き取 りも行 った。

2]Ngwirdei方 言 の 音 体 系

2.1 超分 節音素

 【声調】声調範囲の単位は基本的に語で、3音 節以上の場合は初頭2音 節のみが

弁別的である。以下の5つ に分類 される9。

調値＼調類 平(下 降) 上昇

高 高 平:一 高 昇:"

中 中 平:― 申 昇:'

低 低 昇:^

9声調 は表内の記号を語頭に付加 して表記する
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2.2 母 音

 【母 音 】長短 は弁別 され ない。主 に借用語 につ いて鼻母音 が現れ うるが、音韻 的

ではない10。

i    iヨ    UIu

 e   ea      o

E         A

a       a

【二 重 母 音 】

ai, ei, Ei, ui, uli, ui, ai, ie, ue, ue, ea

2.3 子音

 【子音】子音連続の構成要素 としてのみ現れるものも含 めた―覧

【複 子音 】

1.前 鼻音

mb -
, nd-,几(1レ, uζL-,恥 」一,コg―, ndz―,1》d%―, nz―,ゆ 易一

mPh -
,甲P-, nth―,° °t-, nth―,義t-,咋h-,暢 ―,践ch-,看kh-, ntsh―, ntS-,負tβh―,荘tβh-,最tβ 一,ワ 弘

 10ただし語源を意識 しながら話すときなど、強調する必要性が見られ る場合に鼻母音の現
れる語は決まつているため、記述の必要性があろう。
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md ―
, m(t-, m9―, mn― ラm珍 ―, mdz-, mz一

甲th―
,甲t―,甲th―,「nkh-, mtsh-,嘩tg―,甲tβh―,嘩tβ ―,単 叢 ―

2.前 気 音

  hp―, ht-, ht-,―h声 一, hc-, hk-, hts-, htβ 一, htg-, hsh-, hs-, hｧh_, hｧ―, h∫一, hβh-, hβ ―, hm―, nm―, hn-,

  hll-, hlb-, hl}一, hl]一, hl一

  且b―,丘d―,丘d―,騒 ―,丘∫一,fig-,丘dz―,丘4別,丘d多 ―, fi Z-,%,丘 γ―,丘m-,丘n―,丘 恥,丘g-,丘1-,丘1―,丘w-,

  丘j一

3.口 腔 内 調 音 子 音

  pth-, pt―, pth―, pt-, P+h,ptsh-, pts―, ptβ ―, ptβh―,ptg-, b(t―, bJ―, bdz-, b(杉 ―

  Φp―,Φt-,φ 声h-,φt―,Φkh―,Φts―,Φtβh―,Φtβh-,φtβ 一,φs―,φ ∫h―,φ β―,ﾟd-, P〔t―,β 」―, Pg―,βd%一,ﾟz-,

  ﾟ3-,β 多一

  ΦP-,Φt-,Φ 声―,Φk-,Φtsh-,Φts―,Φtβ ―,Φf―,Φ 甲 一

  f}一,fβ ―, ft― ラVd-, VJ―,°3―, Vr-

  Wd-, Wz-, W3-, Wl-, Wr-

  Sth―, S}―, 3t―, 垂t―,11-

  5p―,§t―,§ 声一,寧c-,寧kh-,§k-,群ts―,§tβ ―,§tβh―,§t¢ 一,§x-,「d―,「(夷 ―,「」一,「g-,「d%一,「m-,「n―,「 阜 一,

  「η一,「1-,「w―

  §t-,昌t―,謙 ―,§c―,§k―,§ts-,§t¢ 一,5tβ ―, rg―, r〔1易 一

  xp-, xth-, xt―, xt―, x声h-, x声 一, xc―xkh―, xk-, xtsh一 っxts一 うx£ βh-, XtP-, xf-, xsh―, xs―, X]一, Xr-, Xn-,

  YJ-, TV-,7Z―,71―,γm-

  xt-, xt-, xc―, xk-, xts―, xtg-, xf-, xg-,γ1一

4.そ の 他

  kt-,9声 一,j%―, hm―,?th-,?%一,?1―

5.わ た り 音

  tw-, khw-, kw―, t鼻hW-, ShW―, YW―, r1W-, mW-, BW一

  画 一,声」―,shj―, sj-, zj-,再 一,ろ」―, mj-, I」.1-, lj-, rj―

  zγ ―,」γ―

  phr-, br-,ﾟr-, wr-, shr一
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6.3子 音 連 続

 mbz―,β仏br解 一

葛khw―
, mdzw―, hpl-, hkw―, hmw-,且 ¢」―,丘gw―, Ptw-,Φsj-,Φshj―,Φtw-, b d勾 一,§壬w―, rηw-,

XiW一

2.4音 節 構造

音節構造 と して2種 類 が認 め られ る11。

1.CCiGV:主 子 音 構…造 2.CCGV:子 音 連 続 構 造12

3 声調

3.1 種 類 と分類

 声調のかかる単位は基本的に語を考えることができる。まず、以下に音節数別の

代表的なピッチの現れの例を掲げる。

声調 1音 節例 2音 節例 3音 節以上

高 平:― [S52] [S55S42] [S55S55-]

高 昇1" 54531 [S45S531 [S45S55-]

中 平=― [S42】 [S33S42] [S33S55―]

中 昇:ノ [S342] [S34S53] [S34S55-】

低 昇=^ [S231] [Sl2S31] [S13S33―]

 声調 は第2音 節まで が弁別 的に機能 す ると考 え られ る。3音 節以上 が一単位 で発

音 され る とき、3音 節 め以 降は低 くな る傾 向 にあ り、[-S21]ほ どの高 さ とな る。

 2音 節語の第1音 節が声調の弁別的特徴 をよく表 している。1音 節語 の引用形式

では、高平 と高昇、中平 と中昇の区別が不明確なことが多 く見受けられる。

 絶対語末(引 用形式)、 句 末または文末 において、 ピッチ の下 降が見 られ るた め、

音声的には下降調 の形式の よ うに見 える ことが多い。2音 節語 の うちの い くつか は、

2音 節 めが最初 か ら[-S22]と い うよ うに低 くなるものがあ るが、表記上 の区別 は行 つ

ていない。

 Bratho方 言 では音節声調 システムで分析 されてい る(黄 布 凡1991)が 、 Ngwirdei

方 言で音節声調 を採 用 しない のは、以上 の よ うに2音 節 めの音 声実現が 高 く始 まる

 11こ の 点 に 関 す る 見解 は 、 鈴 木(2005a)の チ ベ ッ ト語 の 分 析 に通 じ る もの で あ る。 ダパ 語
に拡 張 で き る こ とを示 した 最 初 の もの は 、 鈴 木(2006a)で あ る。

12ただ しGの 位置にわた り音が現れない例が若干あるが、これ らもここに含める。
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ことが多 く比較 的一定 して現れ 、語全体 で声調 の型 が決 まつて い るよ うに見 られ る

ことに よる。 ただ し、複音節 語 にお いて音節 ご とに意図 的に不 自然な ほ どゆつ く り

発音 しても ら う場合 、各音節 が独 立 した声調 を持 つ よ うに観 察 され る こ ともある13。

3.2 具体 例

以上 の分 類 につ いて、Ngwirdei方 言 の具体例 を簡 略音声表記 で掲 げ る14。

声調 1音 節 2音 節 3音 節以上

高 平:― [no52]「 あ な た 」 [ma551ei42]「 ぬ か 」 [mg55XtsO55皿A21]「 汚 い 」

高 昇:" [w⊇453戸 年J [mi45hβ052]「 単 身 」 [Oa45thu55mba21]「 と て も 」

中 平1一 [mi42]「 矢 」 [-D�33hti53]r真 珠 」 [mg33》e55ze21]「 哀 れ な 」

中 昇:' [阜a342]「 我 々 」 [㎡23YIA42〕 「バ タ ー 」 [mα34ja55ヤu21]「 ポ プ ラ 」

低 昇:^ [㎡i231]「 母 親 」 [・ne12zTU31]「 火 薬 」 [na13fid133fid111]「 真 つ 黒 の 」
〉

 以上の声調 は、 引用形 式で もつ とも明瞭に聞き分 け られ る。 文 中では、特 にピ ッ

チにっ いて必ず しもす べて の語 に以上 のよ うな対 立 が明瞭 に現れ るわ けでは ない。

この こ とはイン トネー シ ョンの分析や考察 ともかか わ り、詳 細 な考 察 は別 の機会 に

行 うこ とにす る。

4 母音

音声的には非鼻母音、鼻母音、息漏れ音などが現れ る。

鼻母音は、チベ ット語や漢語か らの借用語に見 られ るほか、音声的には先行子音

または後続子音に鼻音が含まれるものに現れるが、いずれ も音韻的には機能 してい

ない と考える。

 息漏れ音は低昇調に付随して現れ、先行する子音もやや息漏れを伴 うのが特徴で

あるが、音韻的には機能 していない と考える。

長母音は語調などに影響され音声学的に観察されるが、音声学的 自由変異である。

4.1 単母音

音声 実現が不安 定な母音 もあるため、代表音 を注 記 してお く。

13声調の分析において、動詞については接頭辞 との関連で以上のような語声調による分析
が適用できない場合がある。現象 としては、接頭辞の種類 によつては接頭辞 と語根が独立の
声調の型をとるよ うに見える。この点に関しては現在調査分析途上であるため、稿を改め論
じることにする。

 14調値 も各語の音声実現を与える。分節音によつて多少調値が左右 され るため、先に与え
た代表的調値 とずれがある。
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/i/:[i, 1,1]

/e/=[e,E]

/£/=[ε, e]

fa/:[a, 9, A]

/M:[A,ム,》]

/0/=[o,つ]

/u/:[u,u]

/m/:[α1,甲]

/i/:[i,1・ Z]

/e/:[u,郵

/e/:[θ]

ノ0/:[o,3]

 111の音声実現は環境による変異音を含む。[1]は歯茎音の後、叩 はそ り舌音の後に

現れる。

i

e

ε

a

α

ム

O

u

田

i

丑

e

9

例 語

一ji

'j
e

^
shε

―wa

^

阜 α

^nd
A

^q
o

―Wl
u thej

^ijkh
ur

―t
Si

^t
e hta

^且

ge wO
一露

9

語義

口

家

薪

ぶた

火

十分である

友人

風

犬

裸麦

乾いた

家畜

星

例 語

―
shi

ノ

§te
―h

nε

―Fta

^la

^丘

llA

-ZO

jgu

-
shUI

^
r主

^耽q廿i

―'h

po "di

99「9

語義

小麦

クッシ ョン

鼻水

虎

アブ

きのこ

ゾ(ヤ クと牛の子〉

丘

誰

山

胃

太 もも

骨

4.2 二重母音

 Ngwirdei方 言の場合、どのような音声実現に対 して 「二重母音」 と考えるのかは

非常に難 しい。その原因は、調音上の調音点との接近性 によつてわた り音jやwと

同様の微弱な摩擦 を伴 うものと、母音としての聞こえが高い場合 とが 自由変異をし

ばしば起 こすからである。

 この よ うな変異 が見 られ る実 際の音声実現 と して は、 「強弱 」パ ター ンと 「弱強 」

パ ターンがあ るとい える。 「強弱」パター ンで弱部分 の調音上 の接 近性 の高い ものは

「単母 音+わ た り音」 と変異 し、 「弱強」パ ター ンで弱部分 の調音 上 の接近 性 の高い

ものは 「わた り音+単 母音 」 と変異 し、 どち らも不安 定で ある。 ここでは後者は子

音連続 として扱 い、前者 に対応す るものお よび一定 した聞 こえで実現す る母音 の連

続 を二重母音 として15、 以下 に例を挙げ る。

 15た だ し、 表 記 上 聞 こ え の違 い か ら/ai/とも/aj/と も書 く こ とが あ るが 、末 尾 に わ た り音 を

記 述 して も 、 本 稿 で は 末 尾 子 音 とは み な さな い。

一112一



鈴木博之

a

e

E

u

田i

由

ei

ai

ie

ue

He

ea

例語
_..,..:hrnal ma

箒wei
-ht

El

一φpui

-n

guri

,sh由

'
shre mei

-t
shai

^

βie

-pue

一おh丑e

-bdzea filu

語義

植物油

ジャッカル

1

お香

9

夫

薪拾いをする

10

下痢する

持つている

適切な

とり年

例 語

't
shaj tsha

―丘
wei na

-X

pεi
-
wo hicai

―kiwi tai

―樋

語義

野菜

小腸

領主

満腹になる

サテン

雁

一tshi fidai  14

―}
丑e   南

―
shea thi 火 箸

5 子音

子音 は音節 初頭 につい て、単子音 、2子 音連続 、3子 音連続 が見 られ る。

5.1 単子 音

 Ngwirdei方 言では閉鎖音および破擦音の系列が比較的豊富である。ただし頗(前

部硬 口蓋閉鎖音)とc類(硬 口蓋閉鎖音)は 、い くつかの例では音声学的に自由変

異音 となることがあるが、多 くはそれぞれ独立している。また、いくっかの音素は

単独で出現せず子音連続の構成要素としてのみ現れ うる。

 具体例を可能な限 り2例 ずつあげる。単子音 としては現れない(子 音連続の構成

要素 としてのみ現れ る)も のには例が記載 されていない。

5.1.1 閉 鎖 音

 閉鎖音の無声無気音はしばしば半有声音 として実現 されるが、有声音 とは有声性

において異な り、区別 され うる。

 前部硬 口蓋閉鎖音 と硬 口蓋閉鎖音は、いくつかの語で音声的に混同されることが

ある。以下にあげる例は混同の起こらないものである。

  例語   語 義   例語

Ph ―phe fibi こ じき  ^phi

A やA鳴u 子供   一po ro

b ^ba騒o 罰 す る  `bo rge

語義

父

蟻

聾唖者
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th

t

d

+h

t

d
+h

兵

¢

Ch

C

3

kh

k

g

?

thO Zl

'ぬ

ノdgz}z孟

'tha tha

't呈

―Φ

蜀a

'声ha寿ha

一爾

―且
o¢o

Chl tSh}

"ce ma

'

Jelε
一kh

o hte

1(ghtβUI

'

gez"i

?otho

子山羊

水

美 しい

傷跡

筋

翼

密な

野鴨

かつぐ

様子

紙

道

背申

炭

子牛

火葬

一th
aﾟu

^t
A阜UI

-d
e耽49

-th
e go go

t}
^中hk

u

―声h
廿eta

第odahtβemo
'

pi¢e kg

fia chi chj a

'ka r
ma ci

曾09geji htu

'khu bu lo

鴻盆 響t
sh登

'99勾a

"2
a hka

まわ り

誤 つた

笑 い話

ミルクテ ィー

ヤク

飼い葉おけ

市揚

毛皮ジャケッ ト

蛙

散会す る

間 う

反対す る

ふ くろ う

芯

櫛

あ りが とう

5.1.2 破 擦 音

 tβ系列の破擦音は、通常の発話では基本的にそ り舌性 を伴 う発音がなされている

が、引用形式で丁寧に発音する場合、そ り舌音 を含む と許容 されない ことがある。

無声無気音の場合、調音点上の自由変異音 として[tβ,甘,劃が見られる。そ り舌破擦
                      (    く

音[telは 許容 され ない。

iSh

ts

dz

tgb

tβ

4多

tgh

tβ

d多

例 語

一tsha wu

'tse ma

'd
z田ma

^t

βhα

―tβu

^噸

―tβhoβi

'tβi丘阜i

'd
多ime

語義

甥

砂

偽の

街道

たて穴

鉄の鍬

秋

朝食

秤

例 語   語 義
一i
ShE   ヤ マ ア ラ シ

―t
sa fibta htiみ み ず

ノd
za thi  ヒ グ マ

't
βhA 7a   酒

一tβhε

^tβeko

やぎ

キッチン
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5.1.3 摩 擦 音

 歯茎 音 、後 部歯茎音 、そ り舌音 、前部硬 口蓋音 、硬 口蓋音 には有 気/無 気 の弁 別 が

あ る。

φ

ﾟ

f

V

Sh

S

Z

垂h

丑

ち

rh

!

3

§h

§

βh

ﾇh

β

�

X

γ

h

丘

例 語

―Φ
utsO

一ﾟ
atshe

―
sha

'se ba ta

^
Zfl mth--

役e%a

一na na 130 hkui

fha hte

fi
^
3e3}

ずi§hi
―

5壬 巨i
-

obi

`

輊a the
―

βidg

一

軋ra

3emi

/
xe le

'

γu

ぞho丘gu

^丘
OIna

語 義    例語

唐 辛子   一Φu切e

予測す る  一thaﾟu

呼吸

うさぎ

娘

月

乳をやる

真夜中

畑

こうもり

長い

黄色い

鉄

鬼

川

骨

今回

終える

木製の盆

乳

Shl
^
SQZ1

-Z,aIE

一fia

―
wεi七a

伽t¢hi
^∫it

o

/

3e 5tβi mbi

^

婁hα
一kh

e Su

一_h  n.
βatβ1

箏{uPu丘go
―

guΦpu
ノ別t

o

'
xa垂e

触apo
―h

a声i Inu

語義

皮の袋

周 り

小麦

アブ

礪璃

神

烏拉(村 名)

ほとんど

果物

かたつむ り

箸

口唇裂

猟犬

鳩

おす牛

穀物

覆 う

あふれる

くしゃみをす る

5.1.4 共 鳴 音

 無声鼻音は しばしば無声前気音を伴い、単独で現れる例は少 ない。以下にあげる

語の中にも、無声前気音を伴えるものが含まれ る。

r音 は 自由変 異 として 回 の よ うに摩擦 音にな りうる。

  例語  語義

m'mo hku雨

m 噸 ε  薬

例 語
^mi

oo「pe甲e

語義

母

思 う
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n 'n♂ 須 穂

n―na hna深 い

靴 趣elo  ごま

撃 "rbe re 耳

阜 ―加h畑 切 り立 った

瑠 禦 βJU 鼻

1 ^1i   湿 つた牛 糞

1 ^le   蒸 しパ ン

r ―roηo 上 のほ う

w ―wa  ぶ た

j ラ   ロ

'
no bje   外

噂o嘩 垣 甲函  にお う
―
rte飛〔la   清 め る
'
聴lme   太 陽
―
阜i 面    '拳a 加      毎 日
^
Bi     銀

Zu mba   谷

lu    取 っ手
^
ri ra    茶
'wo she   光

JEpo   石

5.2 2子 音 連続

2子 音連続は、そのタイプとして、先行子音の特徴によって次のように分類できる。

  1.前 鼻音       4.唇 歯音       7。軟 口蓋音

2.前 気音

3.両 唇音

5.歯 茎 音

6.そ り舌 音

8.わ た り音

9.そ の 他

 この うちのい くつかは発音様式における区別をもち、それをここでは音節構造上

の違いに還元 して解釈 しているが、音声学的には初頭子音か ら明瞭に発音するもの

と、そ うでないもの(多 くは第2子 音 を中心に発音)に 分かれる。前者は単に子音

を並列 し、後者は初頭子音 を小さく肩に乗せて示 している。詳細は鈴木(2005a)を

参照。

 特に両唇閉鎖音を第1要 素にもつ子音連続は、二重調音に近い調音方法で実現 さ

れ る。

 Ngwirdei方 言に現れる子音連続は、調音方法のみならずその異音の多さにも特徴

づけられる。初頭子音が弱 く発音 される、前鼻音 ・前気音を含 まない子音連続の場

合、いくつかは自由変異 として前気音にな りうる。また、口腔 内調音子音を第1子

音に持つ ものは、その調音点が互いに入れ替わる例 も確認 される。いずれの変異も、

主に発話の速度や丁寧度に影響 されていると判断できる。

 ここでは子音連続の構成 を、各語の引用形式において区別 される要素を認定 し、

その組み合わせ と具体例をあげていく。以下、具体例 を2子 音連続で初頭子音にっ

いて前鼻音、前気音、唇音、舌尖音、軟 口蓋摩擦音、その他、そ してわた り音と分

けて述べ る。
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5.2.1 前 鼻 音

 前鼻音には調音点が後続子音 と―致するものとしない(両 唇音で現れ る)も のが

あり、調音点が一致す る完全な前鼻音は閉鎖音 ・破擦音 ・摩擦音に先行 しうる。

 鼻音部の調音点が両唇音の ものの中には前鼻音でなく明瞭に発音 し子音連続 を構

成するものが若干見 られる。それ もここに含める。

調音点が一致するもの

mb=― 皿bi 馬 鹿 な

皿d:^°di舌

堤4:-n(暮 丸 太

曝 二'曝do tO YU 閂 を す る

購」:^耶Je ク ッ シ ョ ン

ng:』gg mi 岩 石

ndz=―nCIZI nCIZﾎ遠 慮 深 い

ゆ砺1^昭 多a糸

nZ=^ze nZIU 食 物 を 避 け る

ヤ:%embu 和 や か な

mPh:―mphe氷

mp:叩P9且1e 発 展 す る

nth:^nthe肉

nt:-ka nte fia さ え ぎ る

鼻 音部 がm― の もの

md: -mdo kha色

皿d:―m4ε 米

mg ・㎜ga ra 鍛 冶 屋

mn:-mnaη0ηW旬 誓 う

晦:^ml,61丘0老 婆

mth:照 ・mth・ 馬 籠 頭

mt=FCO mil の り づ け す る

m}h:^za n〕thu  娘

fヒth : 一(to ntbe

晩t=ノ 丘α 孔to

ウ声h:一 荘声h廿e

準声:― 阜声P声i

qCh=.tg荘chi

nkh二^Okho

niSh: -niSh糀e

穿ts:'」 薩a niSﾜ1

亀tβh:殉t・ 践t¢ha

珍tg}1 : ^オ』tβho lO

射g:'ma鵡tge gO阜tβhe 疑 う

n}:喝 醒}a 揺 れ る

 泳 ぐ

刻む

適合する

若い

売 る

鍵
    o

スーフ

染 める

1000

碗

mkh:-mkhE mba

`niSh: -mish$1 ria

甲tg:概 ¢主 底

理tβh:一 甲tβh・ §te

甲tβ:― 単tβehpi

'阜=no.阜1.理

mdz「 且o mdz廿

mz:-ga mzi

専門家

染料

白塔

脾臓

 にお う

 詰め物をす る

刺 さる
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5.2.2 前 気 音

 前気音は、ほとん どの例で後続子音 と有声性に関 して一致する。一致していない

ものは鼻音 ・流音について見 られ、「無声前気音+有 声鼻音」などの組み合わせが見

られ る。

 前気音を伴 う鼻音の発音は、時に前気音部も鼻腔共鳴を伴い、聴覚印象 として鼻

音を長 く発音 したように聞こえることもある。

前気音が無声音のもの

hp:―bpe°di 大 腿

ht:鋭a「ga く る み

h+:,fia hti 落 ち る  '

h声:―h声oht垂 ベ ル ト

hc:-hcu 洞 穴

hk:―h㎞ 毎 ろ ば

bts二 心ts}丘9U§tghi冬

htβ ジ 丘o卿ht卿 乱 す

11tg :-htβg Xtshe   つ 弄ま

hsh:一 ねhsh呈 積 み 上 げ る

hs:'hse hpa ra 木 の 板

h丑b流ah}hε 倒 す

前気音が有声音のもの

sb:一 ㌔ 皿Yli笛

ad:殆 ♂di 草 木 の 灰

丘4:佃aja仇

惣:― 毎a 漢 族

且1}:―HJεi 8

fig=^丘90牛

丘dz:ノ5 dz♂dza爪

臓 易:℃ 恥 丘⑫9解 放 さ せ る

丘d影:― 月d多i  100

fiZ: -kg丘zi 秘 密 を 守 る

%:^%a尿

h}:勾Ahセ 残 さ れ る

h∫:～eh∫9露

hgh:'且a hβhi溶 か す

hβ= ―ﾎ12hpi 引 つ ぱ る

hm l―hmi hmi毎 晩

hm:^fia hmi飲 み 込 む

hn:―hno脳

hn:―hnεi 7

㌧:―h加 蒸 気

騒:―kgh蔚 物 を 借 り る

hη:_hua呪 文

hl: 一丘da hla  閏 月

最γ:餌 ・tSh3帽 子

且m:『 丘mo 死 体

fin:"finE  2

%:^丘 垣10倍

㍉:^丘 ηA き の こ

且L―a丘la豆

sr:皐i丘ga fide自ri  巻…く

秘!ta fili正 方 形 の 箱

fiW:'fiwe le 乾 い た 牛 糞

且j:禽o輸u 下 女
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5.2.3 先行 子音 が唇音

基本的に子音連続 の構成要素間で有声性が一致す る。

両唇閉鎖音 は閉鎖音 ・破擦音に先行 しえ、その調音方法は後続子音 との同時調音

に近い。文 中に現れると子音連続としてやや明瞭に確認できる。

両唇閉鎖音のもの

pth:つthe印 鑑

Pt=―me go pti竹 ざ お

Pth:五 〇Pthu レ ン ガ で 作 る

Pt:-ko Pte fia 壊 れ た

p}h:'ko P声hi鈍 い

PtSh:―rh�tsbi fia 切 開 す る

Pts:"Ptse  橋

両唇摩擦 音 ・i接近 音の もの

ΦP:― Φpo 草 地

Φt;一ΦtiΦtiま つ す ぐ な

Φ声h:-tsha bε勢o wa来 世

Φt:概a¢i 吉 祥

Φ重S:'fiaφtsa 搾 る

Φtβh:一ねPtβhaΦtghu 破 壊 させ る

φげ:― ΦtβhiΦtβhi細 い

Φtg:一Φ頗wε 小 麦 粉

ΦS:―Φso we焼 香

Φ∫h:免aΦ ∫hi炉i す す ぐ

Φ9:一ΦQ 歩 く

ΦP:― Φpuiお 香

Φt:^φto 恐 れ る

φ声:聯o 仕 掛 け 罠

Φk:}Φko de しゃ っ く りす る

Φts延 徹 Φtshi 跳 ね る

Φts:}Φtse be  月市

Φtβ:'taΦtβ0 今 す ぐ

P鎚:― ηoPtβa ゆ る く な る

Ptgh:― ねPげa 破 壊 す る

Ptβ:^Ptβa  ゴヒ

b4:狛b49且lu う 年

bJ:'ηA bJi 越 え る

bdz: -bdzea filU と り 年 二

b⑫:'thi ga b咄g 1対 の 牛

φf:-kgΦfe 退 屈 な

Φ甲:― ね Φ甲a 忘 れ る

βd=―ﾟdu 悪 魔

β4=^ﾎ1Qﾟda 固 定 す る

Pポ 勾a昼Ji 越 え る

ﾟg:!顕 β90 盲 人

β砺:^丘AP⑫a 膨 張 す る

βZ:'ﾟzo Ptwa ko 工 場

ﾟ3:―toβ3e 播 種 す る

%:-to%e ば ら ま く

βr:―tsh壬tshi taβrg退 く

Wd=解de mba 正 直 な

WZ:^WZO  金同

3・ 3} ヨ

w%:―tow勾 暖iめ る

Wl:^Wlεmε ラ マ

Wr='WrαhCU洞 窟

ﾟr:-fiaﾟri 腹 が 張 る
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唇歯音の もの

f}/飽f垂ili よ り分 け る

fg=-tA fβi 引 き ず る

ft:'fia fte 押 さ え る

Vd:1cn°da 折 れ る

VJ:'fia°fia な く す

v3='ta"3e"ge撒 く

Vr:'fin°rE 掘 る

5.2.4 先 行子音 が舌 尖音

基本的に子音連続の構成要素間で有声性が一致する。

歯茎音を初頭にもつ子音連続はわずかである。

歯茎音のもの

Sth : ―Sthe    手旨貫

・声:宝oS細 去 勢 す る

ft=^}ta h
,ku へ そ

そ り舌音 のもの

§P=ね §pa§paΦtβhu 混 ぜ る

§t:―唄%u§ta ブ ー ツ

轍 嘩a 滝 れ る

5c:下c♂d卿phe 翻 訳 家

§kh『:'da§khe 清 算 す る

§kl雫kUI ma 泥 棒

5ts:'ra霞tsa脈

昏tβ:―WU§tβi 掛 け る

寧tβh:ノ飴5tβhα 開 け る

§tβ:窄t¢ika' 縄

5X:'fi(1§X句 ほ と ば し る

§t:^§te雲

§t:.eta 肝 臓

昌㍍-§ 加ht… ベ ル ト

鉾=§ce mo 衣 服

詠:^Skuz tshe こ ぶ し

§ts:―kA§tse§tse つ な ぐ

垂t =-htE ｧta    1 セ ツ  ト

1垂:-hpu l}o く び き

§tg :-5tβ9   星

5tβ:一 §tβakeli  磁 石

「d:勾wi fd句 紅 頂(地 名)

「":^丘a「 ¢0 投 げ る

「テ:-tshe「 」ε18

「g:― 「gO ハ リ ネ ズ ミ

「d多=一 「d易agtshu  海

「z:-tsha tsha「ZU 辛 い

「m:1cn rma ci 尋 ね る

『n:Ica me 住 む

㌧:^fia「 阜i「加 な だ め る

「瑠:-fi du「oε 苦 し み

「1='hko「10γa ta 曲 が る

「w:― 「we 霜

rg='bo rge 聾 唖 者

r嘔1―tor解O 投 げ る
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5.2.5 先行子音 が軟 口蓋摩擦音

基本的に子音連続 の構成要素間で有声性が―致する。

        布 施 を 行 う

Xt:究o hta 称 え る

x+h:"to X;khu 彫 刻 す る

x声=やaX声akgto 魔 法 瓶

XC:―Xco htgQ 忙 し い

Xkh:'zo Xkha ma 子 な しの め す

Xp=ノXpa丘o  英 雄

Xth:!ka Xtha切 る

Xt=^d多i mba夏}o Xto

ヤ ク

Xk:ノXke勾

xtsh : ノ正13 Xtgb}Xtsh}

Xts :"Xtseβa

Xtgh: 一飢Xt¢ha

Xtβ=-Xt¢a gO振90

Xf: -ko xfi 妙 め る

xsh:-Xshe 穴 あ け 機

Xs:ノXsu 体 毛

乾燥地

  恐れ させる

花椒

ほ どく

暖かい

X)_:ノx}u且d卿po 竜 王

Xr:-Xgo IO 投 石 器

Xn:'ga Xni熱 す る

Xf:―xti kha  鉱 石

xt;速A xtu 水 で 混 ぜ る

XC:―xce利 息

xk=―xku b皿13 に ん に く

xts:―?g xts} 蹴 る

xt£:'xt¢e ndze 野 獣

xf:^xfo 膿

xβ:-kgx卿 買 う

γ」:^γ 」ewO弾

γV:^TVEI腹

γz:マzu hpu体

η:―Ylm歌

γm:-hkoγmo 盗 む

γ1:-fibL--^(ll笛

5.2.6 そ の 他

以上の分類 から漏れるもので、組み合わせとして例外的なもの と見 られる。

kt:-kta 痕 跡

9声:―9右a丘li熱 い

忽:―taj須 這 う

hmニ ―ko hmo 盗 む

?th="fia?the 鞭 打 つ

㌃:筆 り?麗 育 て る

'1:―?10寧to 方 法

5.2.7わ た り音

一W
,-」,-Y,-rの4種 類 に 分 類 され る16。

16―wお よ び」 に つ い て は 、動 詞 ・助 動 詞 に つ い て形 態 変 化 か ら、 以 下 に あ げ る例 よ りも 多

く見られ ると考えられる。詳細はまだ十分調査 していない。
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―wの も の

 tw=冤wα 阜d易H 鋤           γw/tuγwa 経 る

 khw rkhwi tghulひ づ め     fiw:^ta丘we し お れ る

 kw='kw(1 hco 締 め る       mw:―fia mwi 閉 め る

黙 畿 嫡(通鱗 やW:顧

→の もの

 pj:―kn pja 腐 る        勾:勾e sho あ さつて

 旬:傾ha mba^声ja 風 邪 を引 く   mj:'mje hpu 証 明す る

 shj:―shje 黄 羊         功:―瑠9加9 青い

 sj:周ale の こぎ り       lj:噴k♂do加 安 い

 Z]=jo勾e 単独 の        rj:―ka-Dbi rja 完全 で あ る

 βj:-qe htβi 恨む

―7の も の

 Zγ:^Zγe   夏                      jγ:^tn jYe  そ了く

一rの も の

 phr:―phre te 今 す ぐ       ﾟr:―koﾟreﾟro 抱 き し め る

 br:'fia brE増 え る   shr:^shre hpu木

5.3 3子 音連 続

 わた り音 を含 まない もの

mbZ:fco mbzu 癸 る       br⑫= ―ta br⑫o 投 げ る

昼払:'CO駈i仲 間 に す る

3子 音 め が わ た り音 で あ る も の

 娠hW l噛khwi 溝        hmw:―hmwe カ ラ ス ム ギ

 mdzw:-ta°'dzwi飛 ぶ     H"j:'fia e(刃a な く す

 hpj:-h切a葛khu 狼        5gw:^ta figwa ゆ が ん だ

 hkw="fia hkwi渡 る       PtW:錫o Ptwαko 工 場
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φshj:―Φshj e 知 っ て い る

Φsj:―φsj a丘90 帽 子

φtw:―toΦtwα 衝 撃 を 受 け る

bdzj=―bdzja  鶏

§}W:一sho瑠0部wi 救 う

r瑠Wl―tshe珊wi I5

xtw:―xtwi 1角(通 貨 単 位)

6 Ngwirdei方 言 の 特 徴

ここでは、2つ の観 点か らの考察 を行 う。

1つ は、以上 に音声分析 を行 つて得 られ たNgwirdei方 言 にお ける音体 系 について、

先行研 究 と見比べ て どの よ うな こ とがNgwirdei方 言 に特徴的か検 討す る。 ただ し声

調 に 関 しては、分析 手法が異 なるため扱 わない。 対照す る資料 に は、黄布 凡(1991)

お よび 白井(2006a,2006b)を 用い る。

 も う1つ はNgwirdei方 言 における語彙 の うち、チベ ッ ト語 と漢語 に関係 があ る借

用語 に 関 して、そ の語彙 形式の考察 を行 う。チベ ッ ト語来源借 用語 にお け る語彙 形

式 の考察 は、主に蔵文 と周 辺の現代チベ ッ ト語諸方言 との対 照 を行 い 、ダパ語 の上

位言 語 としていかな るチベ ッ ト語 方言が存在 したか を考 える。 ダパ語 な どの よ うに

歴 史 的 に言語 自体 の記録 がない ものについては、チベ ッ ト語 の形式 をた よ りに して

歴 史 的な考 察がで き るだ ろ う。 漢語 に関 しては、最近 の ダパ語 と漢語 の併用 によつ

て起 こ りうる事例 につ いての扱 い にっい てま とめる。

6.1 音素体 系

 先 に分析 した とお り、Ngwirdei方 言の音体 系は非常に複雑 で ある ことが分か った。

それ に比べ る とBratho方 言で はそれ ほ ど複雑 とはい えない。 しか しなが ら、 この よ

うな違 いは分析 を行 う研 究者 の姿勢 に よつて大き く変 わ るもので あるか ら、 その影

響 を差 し引いて考 え る必 要があ る。ただ し、明らかに異 な る点 も見受 け られ るため、

それ は体系上 の異 な りと して扱 うことに一定の意義 が存在す る と考 え られ る。

6.1.1 母 音

 単母 音 につ いて 、調 音 点に 関 して音 素 として認 め られ る種類 と数 が各 方言 で異

なつてい る。た とえばBratho方 言 には/i/と〃、/u/と/u/と い う対立 が報告 され てい る

が、いずれ もNgwirdei方 言 では対立 してお らず、加 えて/a/と/(1/、/a/と/irr/とい う組

がNgwirdei方 言 では弁別 され てい る。

また二重母音が数種類 あ るのはNgwirdei方 言 ・Bratho方 言 に共通 で、 Ngwirdei方
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言 では ほ とん どが舌 の位置 の上昇 形(-iも しくは一eで終 わ る)の 組 で ある。Gronyi

方言 で は二重母 音 とい う形式は見 られ ない。

 黄布凡(1991)お よび 白井(2006a,2006b)の 分析 とまつたく異なるのは鼻母音の認

定である。鼻母音を含む例を見る限り、借用語に現れる要素 と見 られる。筆者の調

査でも、さまざまな借用語が見受けられ、鼻母音 を含む例 もい くつか存在 した。 と

ころがこれ らはすべて鼻音要素を脱落 させてもよく、む しろ 自然発話ではそのよう

にするのが普通で、一方特に漢語来源借用語の揚合は漢語特有の発音 を維持 してダ

パ語文に現れ ることができる。このことから筆者 はこれ らを借用語 とみな さず、音

素設定のための考慮は行つていない。詳細は、漢語来源借用語の項 を参照。

6.1.2 子 音

 Ngwirdei方 言 に特徴 的 な音素 には、声h,お,¢, tβh,t¢,晦,与,窺,1などが ある。瀕 の形

式 はc類 と混 同 され る例 も少 なか らずあ るが、例 に よって は発 音 し分 け られ る。 た

だ し両類 が厳 密 に弁 別 され るものであるかは判然 と しない。本 稿 では音声情報 を重

視 して記述 した。t¢類 の音声形 式については、先 の個別 の項 目で述 べた が、概 して

この音素 はBratho方 言 のt∫類に相 当す る と見 られ る17。 また、 Ngwirdei方 言 ではv

の出現 が非常 に限 られ 、他方言 でVで 現れ る箇所 は多 くWに 対応す る18。

 子音連続 の形 式は、主要 な もの として最初頭子 音が前鼻音 、前気音 、 口腔 内調 音

子音 として唇音 、そ り舌音 、軟 口蓋音 に分類 され る。子 音連続 を構成す る組 とその

数 はNgwirdei方 言 の方がは るかに複雑 であつて、 Bratho方 言 では最初頭子音 が 口腔

内調音子音 の場合 、両唇性 を伴 うもの とそれ以外の2系 列 であ つたが 、Ngwirdei方

言では さ らに細分化 されている。黄布凡(1991)の 観 察におい て/S-/で始 まる子音連続

の 中で 、音声 的変異 とみな され ていた要素は、Ngwirdei方 言で はほぼ異 なる調 音点

の要素(/s-,臥,5-,x-, x-, h-/など。有 声性 は後続 子音にほぼ―致 す る。)か らなる子音

連 続 と対応 す る。唇 音 を先行子音 にもつ子音連続 は両方 言 に存 在す る ことを確認 し

た。Gronyi方 言 の場合 、子音連続 の システ ムは極度 に単純化 され てい る と考 え られ

 nこ れが音韻表記上の違いであるか、音声的にも異な りがあるのかは確かめられない。筆
者はかつて拙稿鈴木(2005b)で 同様の問題に出くわ したことがある。鈴木(2005b)は カムチ
ベ ッ ト語の1方 言(Sogpho方 言:甘 孜州丹巴県に分布)を 扱つているが、その方言にも音
声的に[tβ]と調音 され る例が見られ、それをいかに解釈 したかを簡略化 して述べた。

 結 局 は[tg]と 交 替 す る こ とが 多 く、 そ の原 因 を母 音�ti/との結 び つ き と考 えた が 、[倒 と[切
との 混 用 はSogpho方 言 の南 部 に分 布 す る グ イ チ ョン語 に お い て 、 若 年 層 で/tβ/と/tf/の対 立

が 失 われ つ っ あ る と い う記 述(黄 布 凡 主 編1992)と 平 行 す る 可 能 性 もあ り、 そ の 対 応 と 関

連 性 が あ る の な ら、tβ/t∫は 単 に記 述 に用 い る記 号 の 異 な り とな る だ ろ う。 こ れ を確 か め る に

は 、 筆 者 自,身に よ るBratho方 言 も し くは グイ チ ョン 語 の 調 査 が 必 須 で あ る。
18た と え ば

、 「ぶ た 」Ngwirdei/―wa!:Gronyi/'va/な ど 。
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るが、?を 初頭子音に持つ子音連続が多 く見 られ る。また、各方言で子音連続 を持

っ語の構成要素(た とえば前気音 と前鼻音)が 異 なる事例が見 られる。

6.2 借 用語

6.2.1 チベ ッ ト語 来源借 用語の音形 式について

 ダパ語の上位言語 としてのチベッ ト語方言は未調査であ り、また地域 としてもチ

ベ ット語母語話者の居住地域から離れていることから、ダパ語の中に見 られるチベッ

ト語来源借用語 を通 して、借用元がどのようなチベ ッ ト語方言であつたか簡単な考

察ができる。Ngwirdei方 言はダパ語の中でもその音素体系 と音節構造が複雑なこと

から、もし現代のチベ ッ ト語よりも蔵文に近い形で話 されていたとするならそれを

受 け入れ られる条件下にあるといえる。対照に用いる現代チベ ット語方言は筆者の

調査 によるものに限 られる19。

まず、借用語の語義について考察する。言 うまでもなく、宗教文化語彙はほとん

どチベ ット語来源借用語 を用いる。

「寺J―fig£mbE:蔵 文dgon pa、 「白 塔r甲tβho§tε:蔵 文mchod rten、

「ラ マ 」^WlεInε:蔵 文bla ma、 「マ ニ 石 」 ノIE PiSE:蔵 文la btsas

 以上の形式にも確認 され るように、語末の鼻音が脱落 しているのはダパ語の音節

構造上の制約によると考えられる20。

 また、一般の動物名 と十二支の場合 に用いられ る動物名 との間に語彙的差異があ

るものもある。差異がある場合、後者 にチベッ ト語対応形式を用いている。

「ぶ た 」-wa、 「ぶ た 年 」"pha丘lu l蔵 文phag(ぶ た)zi

 次 に、語 彙形式 の特徴 を考察す る。 もつ とも目を引 くのは、Ngwirdei方 言の語彙

形式が丹 巴県 のr二 十 四村地脚話Jの 形式 にのみ 一致す る例 が存在 す ることで ある。

「鶏 」^bdzja^bdzea:Sogpho方 言 つtsa、 蔵 文bya

 19ダ パ 語 使 用 地 域 の 周 辺 で 用 い られ るチ ベ ッ ト語 方 言 で 調 査 して い る も の は 、Lhagang(康
定 塔 公)方 言 、Rangakha(康 定新 都 橋)方 言 、 Sogpho(丹 巴 稜 坂)方 言 、 dGudzoDg(丹 巴

格 宗)方 言 、Grongsum(雅 江 祝 桑)方 言 、 Lithang(理 塘)方 言 、 gYokhog(道 孚 玉 科)方 言

で あ る。 最 後 の!つ の み ア ム ドチ ベ ッ ト語 で 、 それ 以 外 は カ ム チ ベ ッ ト語 で あ る。

 20蔵文もしくはチベ ット語 口語の知識がある人の場合、チベ ット語の発音の ように語末に
鼻音要素を伴 う発音をする人もいると考えられる。

21「 さ る 」 セodHj
、 「さ る 年 」^zo d♂luの よ う な 例 も あ る 。
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 以上 の対応 は 「珊 瑚 」'Ptsa rA:蔵 文byu ruと も関係 が ある と見 られ る。蔵 文Py―

に対 して以上の対応 を見せ る方言 は、非 常に限 られ るので あ る。

一方で蔵文によく一致 しいずれの口語形式にも一致 しない形式も存在す る。

「狼 」 ―hpja葛khu:蔵 文spyang khu

相 当古い借用語 かス タウ語経 由(Mazur方 言でspjog khg)を 考 える ことがで きる。

以上 の よ うな ものを除 くと、Lhagang方 言 に似 た形ヰ を持 つた ものが多い22。

「米 」 ―m4ε=Lhagang方 言 一m4ε:、 蔵 文'bras

「號 珀 」 ―hpujβhe=Lhagang方 言'hpu:βhe:、 蔵 文spos shel

 先 に見た よ うに、語 末鼻音が消失 す るのは確 か にダパ語 自体 の音節構造 に よるけ

れ ども、借用元 のチベ ッ ト語 がLhagang方 言やGrongsnm方 言 な どMinyag方 言群 に

属す る場合 、 も ともと語末鼻音が脱 落 していた可能性 もあ る(鈴 木2006b)。

また、蔵文に見 られない形式が口語形式として酷似する例がある。

「唐 辛 子 」 ―Φutso:Lhagang方 言^Φu tsa

 この語は以上にあげた以外のチベ ッ ト語方言では一致す る形式が見当た らず、一

種の地域語であるかもしれない。

 以上の現象をまとめると、ダパ語の借用元 となるチベ ッ ト語方言は数種類 もしく

は数経路存在するようであるが、丹巴県のカムチベ ソ ト語 と共通す る音特徴をもつ

た語彙形式を借用 している点は、歴史的に見て非常に興味深い23。

6.2.2 最近 の漢語来源借 用語について

 中国の少数民族語話者は、多くが漢語もしくは他の地域共通語 との併用を行つて

生活 している。そのような人々の用いる少数言語は、少なからず社会的上位言語で

ある漢語の影響を受けているといえる。ただしダパ語 に関 して言えば、本来的なダ

パ人の居住地に暮 らす人々は漢語併用率が低 く、単言語使用者 も少なくない。

 ところが筆者の調査協力者は、出身地から県城へ出てきてい る人であり、教育水

準も高いため漢語、チベ ッ ト文語 ともに詳 しい。その影響 もあつて、調査記録には

少なか らず漢語語彙が紛れ込んでお り、その扱いを以下にまとめる。

22Lhagang方 言 と似 て い る とい え る点 は
、 子 音 連 続 の 現 れ に よ る とこ ろが 大 き い 。

23補 足 と して
、 こ の点 を歴 史 文献 か ら確 認 で き る こ とを述 べ て お く。《西 番 繹 語 》 〈川 六 〉=

《木 坪 課 語 》 の 記 録 言 語 す な わ ち18世 紀 木 坪 チベ ッ ト語(現 在 の 雅 安 市 宝 興 県 周 辺 で通 用 し

て い た と され る)に は 、 「珊 瑚 」 に つ い て 「子 呂」 とい う音 写 漢 字 が 与 え られ 、*tsg r廿とい

う形 式 が 期 待 で き る 。
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 結論 を述 べてお けば、漢語 が漢語 としてダパ語 の構造 に入 り込 み、借用語 と判 断

すべ き もので はない 、 とい うことになる。 その判 断 の根 拠 は以 下の通 りであ る。

1.漢 語 本来 のバ リエー シ ョンが 自由変 異 として現れ る

2.声 調が漢語 のまま変更されず、特に上昇で終わる形式がある

3.鼻 母音 が維 持 され る

 1.は 、 「普通話 」 「四川 話24」 「地脚話25」 といっ た漢 語本来 の社会的 ・地理 的差 異

が、ダパ語 文 の 中に見 られ る漢語語彙に もかかわ らず、1つ の語 が許容す る変異形

の中で 自由変異 を起 こす。筆者 の協力者 は以上の3種 を運用 でき るた め、ダパ 語 に

入 つてい る漢語 も、以 上の 自由変異が可能 とな る。

2―は、漢語 の各 バ リエ ーシ ョンで実現 され る声調 が、 ダパ語 の体系 にない声調 の

タイ プであ るに もか かわ らず 出現す る。

3.も2.と 同様 、漢語 では脱 落 しない鼻母 音がその まま維 持 され る。

以上の よ うな理 由か ら、先行研 究な どで行 われ てい る 「漢語 専用 の音素 を体 系 に

組み入れる」ことは行つていない。以上のような 自由変異は漢語の音韻表記におけ

るずれが見 られるため、漢字のままダパ語文に挿入 して記述するのがよいと考える。

 一方で、完全に定着 した漢語来源借用語もあ り、その場合には以上のような音声

的なゆれが観察 されない26。

「食 用 種 子rkwa 四 川 漢 語 「瓜 子kua陰 平ts1上J

「マ ッ チ 」 」αxo:四 川 漢 語 「洋 火i切 陽平xo上 」

このような場合、借用語の形式はダパ語の音素体系や音節構造の範囲内で現れ る。
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Esquisse d'analyse phonétique et dialectale en nDrapa

le dialecte de Ngwirdei  [Hongding]

Hiroyuki SUZUKI

sommaire

 Cet article traite l'analyse phonétique et dialectale du dialecte de Ngwirdei, nDrapa, 

parlé au sud du district de Daofu, Sichuan, Chine. nDrapa est une des langues qiangiques, 

divisé en deux groupes dialectaux : nDra-stod et nDra-smad. Le dialecte de Ngwirdei ap-

partient au groupe de nDra-stod. Chaque différence dialectologique est comparativement 

grande.

 Il n'y a pas beaucoup d'études du nDrapa, concernant le dialecte de Ngwirdei, cet 

article est une première description linguistique. L'auteur a éclairci ici les caractéristiques 

phonétiques suivantes :

1. analyse tonale :

  cinq types tonaux, chacun couvre un mot 

2. analyse vocalique :

(a) manque de la voyelle nasalisée 

(b) existence de plusieurs diphtongues

3. analyse consonantique : 

   (a) bon nombre de la phonème consonantique 

   (b) bon nombre du groupe consonantique, deux types du moyen de prononciation

 Dans la courte discussion des mots d'emprunt tibétain et chinois, l'auteur a découvert 

que ceux qui dérivent du tibétain possessent les caractéristiques du tibétain écrit et de 

plusieurs dialectes, et que quelques formes lexiques ressemblent à celles du dialecte de 

Sogpho, parlé au district de Danba. Les nouveaux mots qui proviennent du chinois sont 

analysés non comme mot d'emprunt mais comme mot chinois inséré.

(受理 日2006年3月31日)
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